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くずし字初級講座第１回

福井県文書館



はじめに

資料の性格をおおまかにおさえましょう

• いつの資料なのか

• 誰が作成したのか（誰に出されたものか）

• どんな資料なのか

• 何が書かれているか

• 記述のパターンはどうなのか



古文書の例（一紙文書、「乍恐書付を以奉願上候」）

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

御
役
所

天
保
十
五
年
辰
三
月

東
俣
組

大
庄
屋

飯
田
彦
治
兵
衛

作
成
年
月
：天
保
十
五
年
三
月

差
出
人
：東
俣
村
大
庄
屋
飯
田
彦
治
兵
衛

宛
名
：御
役
所

資
料
名
：乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
（上
新
町
出
店
ニ
お
い
て
酒
造
商

売
仕
度
候
ニ
付
）

目
録
情
報



古文書の例（冊子、「聞繕目録」）



「聞繕目録」について

資料の性格を「おおまかに」おさえましょう

• 1つの記事に入っているのは、人名と案件。多くの場

合、文末は「聞繕之事」（＝聞繕（事情聴取）を行っ
た）

• 城下や家中で何が問題となったのかがわかる、い
わば「福井の事件目録」

• 目録なので記述がかなりパターン化されている
（○○が△△したので聞き繕った（事情聴取した）。

• 5W1Hに注意）



「聞繕目録」について

事件
発生

事情聴取
（「聞繕」）

聴取内容
等の
記録化

参照

類似事件
発生

抽出

参照

「聞
繕
目
録
」



「聞繕目録」における「5W」

• いつ（When） 同○月、○○之節…

• どこで（Where） △△ニ而、於△△…

• 誰が（Who） □□儀、

□□（家来、倅、下代など）▽▽

□□共…

• 何を（What)なぜ？（Why) ◆◆ニ付、◆◆故…

文の構造やこれらの表現に慣れるのが読解の近道



本日のテーマ（目標）
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松平文庫「聞繕目録」（A0143-01134）を読んで・・・

①江戸時代の古文書の言い回しや表現に慣れる

②読解の推測力を鍛える（見出し、前後の文字から）

くずし字（翻刻文でもOK）はなるべく多く読む
と、読解力養成につながります



では、読んでいきましょう。

各ページの「部分」を読んでいきます（全部は読みませ
ん）。

読めないところの文字の形は、何となく覚えていけば
いいです。

あまり読めない方は、古文書独特の表現や言い回し
を学ぶつもりで結構です。

★は「課題」や「読解のポイント」です。



写真1・2ページ



写真1ページ右

病
中
養
子

宇
都
宮
恒
〇
〇
〇
病
中
養
子

坂
部
安
之
助
伯
父
幸
八
願
〇
〇

病
中
養
子
と
は
？

跡
継
ぎ
の
な
い
武
士
が
家
の
存
続
の
た
め
に
病
中
に
願
い
出
る
養
子
の

こ
と
。
江
戸
時
代
初
期
は
認
め
ら
れ
ず
、
１
６
５
１
年
の
慶
安
の
変
以
降

緩
和
さ
れ
た
。

な
お
、
宇
都
宮
家
の
当
主
は
こ
の
年
の
８
月
茂
左
衛
門
に
代
わ
っ
て
お

り
恒
右
衛
門
は
こ
の
こ
ろ
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ニ
付

★
右
の
文
章
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
最
後
の
2
文
字
が
頻
出
で
す
。



宝
暦
十
辰

紛
失
物

御
城
内
紛
失
物
〇
〇
〇
〇
聞
繕

之
儀
ニ
付

糸
へ
ん
と
門
が
ま
え

写真1ページ右



同

七
月

札
所
御
用
筋
〇
〇
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
〇
組
之
者
指
〇
聞
繕

ニ
付

同

八
月

富
札

御
料
富
札
〇
〇
、
御
城
下
町
人
〇
取
次
致
〇
〇
ニ
付

趣

迄

遣

「
御
料
」・・・幕
府
領

「
富
札
」・・・富
く
じ
の
こ
と
。
江
戸
時
代
は
寺
社
再
建
の
費
用
を
捻
出

す
る
場
合
な
ど
に
限
り
認
め
ら
れ
た
。

候

★
「
文
章
」を
い
く
つ
か
の
パ
ー
ツ
に
分
け
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

写真1ページ中



家
内
引
越
江
戸
定
府
ニ
〇
〇
〇
〇
処
（處
）、

同

身
持
不
〆
り

明
石
縫
殿
義

兼
〇
身
持

不
〆
り
〇
〇
相
聞
候
ニ
付

同

役
前

長
谷
川
〇
〇
〇
〇
〇
御
役
筋
〇
〇
不
〆
り
之

〇
〇
〇
〇
ニ
付

被
仰
付
候
（仰
せ
付
ら
れ
候
）

兼
而

之
趣

色
々

評
判
有
之

★
「
文
章
」を
い
く
つ
か
の
パ
ー
ツ
に
分
け
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

写真1ページ左



★
ま
ず
朱
筆
の
「
見
出
し
」か
ら
読
み
ま
し
ょ
う

。

★
「
見
出
し
」の
内
容
は
本
文
に
も
出
て
き
ま
す
。

此

度

御

〇
〇

高

ゟ

〇

〇
之

御
内
意

〇
〇
〇
候
処

御
奉
行

中
根
十
郎
左
衛
門
・・・

（
こ
の
あ
と
は
「
職
名
」＋
「
人
名
」が
続
き
ま
す
）

家
中

半

分

被
仰
出

写真1ページ左～2ページ



★
最
後
の
文
を
読
ん
で
み
る
と
意
味
が
分
か
り
ま
す
。

右
の
人
び
と
は
良
く
な
い
こ
と
を
申
し
あ
っ
て
い
た
の
で
書
き
付
け
た
。

★
「
見
出
し
」を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

面

々

趣

右
之
〇

〇

不

宜

〇
申
相
〇
段

書
付
之
〇

半
禄
と
は
？

藩
主
か
ら
藩
士
に
与
え
る
家
禄
を
半
分
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば

百
石
取
り
の
藩
士
な
ら
５
０
石
分
が
支
給
さ
れ
、
５
０
石
を
藩
が

藩
が
借
り
上
げ
る
形
と
な
る
（借
米
）。
借
米
は
元
禄
７
（１
６
９

４
）年
に
１
割
の
割
合
で
行
わ
れ
た
が
、
５
割
の
借
米
が
初
め
て

行
わ
れ
た
の
が
こ
の
宝
暦
１
１
年
（１
７
６
１
）で
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
藩
士
た
ち
の
衝
撃
と
動
揺
は
大
き
か
っ
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
そ
の
後
幕
末
ま
で
１
０
回
ほ
ど
半
禄
が
行
わ
れ
た
。

事

候

レ

写真1ページ左～2ページ



★
現
代
語
訳
を
み
て
右
の
文
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

同
四
月

役
前

（幕
府
の
）巡
見
衆
が
城
下
に
宿
泊
し
た
さ
い
に
、

御
先
物
頭
た
ち
3
人
が
火
の
元
廻
り
を
命
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
様
子
を
聞
い
た
の
で
（聞
繕
し
た
）。

写真2ページ中



写真3・4ページ



宝
暦
十
一
巳
九
月

〇
〇
泥
原
困
窮

〇
〇
湊
并
泥
原
新
保
浦
困
窮
〇
〇
〇
〇
承
合
書
付
之
事

同

論
地

土
山
村
与
菖
蒲
谷
村
〇
〇
〇
〇
〇
〇
、

同

他
国
ニ
長
逗
留

竹
沢
郡
六
父
太
作
参
宮
〇
〇
、
先
ゟ
京
都
由
縁
之
方
へ
立
寄
申
度
旨

相
願
罷
越
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
ニ
久
敷
逗
留
〇
〇
〇
〇
〇
、

参
宮
・・・伊
勢
参
宮
・伊
勢
参
り
の
こ
と

由
縁
之
方
・・・ゆ
か
り
の
人
、
縁
者

大
坂
御
蔵
屋
敷
・・・藩
が
年
貢
米
売
却
の
た
め
大
坂
に
置
い
た
蔵
敷

久
敷
・・・久
し
く

写真3ページ右・中



御
〇
〇
〇
不
〇

同
〇
〇
〇
〇
〇
〇
勝
手
〇
〇
ニ
付
、
渇
〇
之
〇
ニ
付
、

（人
名
、
１
７
石
３
人
扶
持
）

（飢
え
て
危
険
な
状
態
）

★
見
出
し
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
本
文
を
み
て
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

写真4ページ右



〇
行
跡

不
勝
手
申
立

勝
手
向
之
儀
ニ
付

不
宜
趣

東
郷
（

）家
内
（

）不
行
跡
之
（

）ニ
付
、

牧
野
主
殿
・村
田
十
大
夫
儀
、
旧
冬
勝
手
向
之
儀
ニ
付
不
宜
趣
相
聞
、
并
安
原

理
左
衛
門
義
ハ
兼
而
質
方
も
致
者
ニ
候
処
、
難
渋
申
立
拝
借
米
願
指
出
、

其
外
不
埒
之
致
方
相
聞
候
ニ
付
、

（＊
赤
字
は
既
習
の
文
字
）

★
少
し
長
い
で
す
が
、
意
味
を
取
り
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。

写真4ページ中～



いかがでしたか？

①資料の性格を意識して読みましたか？

②古文書独特の言い回しや表現に慣れましたか？

③推測力を働かせながらくずし字を読みましたか？



おわりにー読解上達のためにー

分からない文字があっても、前後をみて意味を推測する。

特徴的な崩し字をいくつか覚えておく。

翻刻文を読み、用語に慣れる（確実に読解力が向上）。
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楽しみながらを読む（これも確実に読解力が向上）。


